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燐酸モノエステラーゼのトグ，ベァ。チドによる賦活
千葉大学医学部医化学教室く主任赤松茂教授〉
麻生 芳郎 
， YOSHIRO ASOp 
モノヱステラ{ゼ(アルカリ性フォスフォモノヱステラ{ゼ〉のアボ酵素が，アミノ酸，‘ヂ
ペプチ J~ により賦活せられる機作を前報に記越したり，%とれらの成績から総括せられるよう
に，燐酸モノヱステ{ラゼ(至適 pH9)のアポ酵素が Mg特の存在でホロ酵素にたるために
は， 3分子ヒスチジン，'2分子他種アミノ酸或はヒスグミンまたは 1分子ヂペプチドを所要とナ
ると， トリペプチ J:による活性化にほその幾分子を要ナるか。また，生成ホロ酵素は， とれら
のアミノ酸或はヂペプチ l~が過剰に存ナる時ほ， さらにアミノ酸 1分子或はヂペプチド 1分子
と結合して不活性ナるが， トリペプチ 1ごは，との不活性化反応に幾分子を要するか。
本報告は， トリグリシン，ヂグリシノレ・アスパラギン， グルグチオンを用いて行った成績で
ある。ととに，グルグチオンは， トリペプチ l~ に属し注がら， グルタミン酸残基に，隣接ナる
アミノ基とカルボキジル基を有ナる点で一般のトりペプチドと構法上具る点に着服して供試し
たものであるO
実 験 添加ナあo と.ととに基質
基質"'-:ラ=トロアェノ -1レ燐酸 y-，3<，.発 たのは，之によれ水解度。測定を基質添加後 30
供試'ト Pペプナド 分， 60分に行った結果，'.Activityの上昇は認、必られ
jトリグリシシ E. Fischer3)法に上る合成 ず， 7](解は直線的に噌加した故である。
分析: 理論値， N:22.2% 成績 
実測値 N:22.1 % I ト9ダリシン及びチダ日シル・アスパラギン
ヂグ Pシル・アスパラギシ 鈴木勾の合成せる製 の諦酵素作用
品を供試した。 その成績は第 I表に掲げる遁 Pでああ。主た pA司 
ペプチい濃度上昇l).図の如くト1曲線は第ActivityEastmanKodak Co.) く， νグルタチォ
アポ酵素の調製法，7.M鮮度の測定法並に活性廃の に伺o"、上昇し，活性上限に蓮した後下降するが，上
算出法は，前報に記載した語りである。実験は: 限の前後は 1失S型曲線。経過を辿る。アポ酵素賦
10倍稀釈アポ酵素液 1ml， 、 活の至適濃度は， トリグ Pシジ，ヂグリシル・アス
諸濃度トリペプチド溶液 1ml， ベラギシで;{:日等しく 1.....2x10-3Mであと5が，至適濃
M/ZUMgClz 1mI， 度に於けるホロ酵素生成率は，一般アミノi艶，ヂ、ベ
pH9ペロナ-)レ緩衝液 2m1， プチド等で最大に賦活せられ石場合の， 83%、並びに 
菜流7k- 3m!， 75%に止重った。
の混液を釘。， 10分間加温後，予め 370 に加温 E グルタチオンの輔酵葉作用
をる基質: ・ グルタチオシによるアポ酵素の賦活し高濃度で 
Mj主00ペラニトロフェノ戸ル燐酸 Yーグ 2mlを の生成ホロ酵素阻害の成績を第 2表民 主た pA-
特基質合成後，長期保存により多歩分解を示した場合，精製には，それを少量の水に静かし， 10倍景の
純アルコ -1レによ P 再沈殿せし~..後，沈澱を純アルコールにで充分洗鵜ナればよい。とのものは，長期
保存に耐え得Qo 
E カゼインによるアポ酵棄の賦活
ととで，よ P高次のポ Pペプチドに就いてアポ酵
素賦活能を検ナあたt¥?，先づ容易に入手し得と5カぜ
ィνくHammarsten-，和光〉について試みたく第 
3表〉。カぜイシの溶解度の関係から，終濃度 2%
以上にては実験し得なかったが，成績に示ナ語れ
その賦活能は極めて弱<，カぜイ ν終濃度0.5% tて
で限界に達し，その時の Activityは0.41に過ぎた
かった。
第 3表 カぜイシによるアポ酵素の賦活 
Control什 o叫 0.24， I1 0.12 M
持 1.25X 10-4M ヒスチジンにより賦活せられたも
の。倫，氷解度測定に際し，検液は予め等量の 5%
三塩素酢酸による除蛋白後，飽和茨酸ツーグにより
アルカリ化し!測定したが，除蛋白操作を行わず，直
接アJレカリ化せ主5揚合と成績は同様であった。又カ
ゼ、イシのみでは勿論フォ九ファタ-~作用は認めら
れなかった。
者 按
トPグ Pシシ，ヂグ Pジル・アスパラギνの pA向 
Activity曲線が上昇及び下降部共 1次 S型であo
ととかち，両者のホロ酵素生成機構は，ヂペプチド
，の場合と同様に， とれらト Pベプチドの手分子が 
Mg外と共にアポ酵素と結合し， ホロ酵素を生与党ナ
る。生成ホロ酵素は， トリペプチドが過剰に存在ナ
るときは，さらにその 1分子と結合して不活性化す
あ。
しかるにグノレタナオシの場合には， ζれらペプチ
ドと異れそり pA-Activity曲線は，下降部は 1次 
S型曲繰であるが，上昇部は 2次 S型曲鎮を示して
いる。従つで不活性化機構は一般ペプチドの場合と
同様であoξ認められあが，活性化には一般Zミノ
酸の揚合の如く， 'グルタチオシ 2分子が Mgt+，と共
にアポ酵素と結合するととになる。 ζの哩由が，グ 
Jレタナオジ?化学構造に基〈とすれば，それは端在
グルタミル残苓に， α アミノ酸同様，遊離 α・NH~ 及
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F 
活性化せ100% 1スチジンによX 10-4 t1.25発図に示ナ。との曲線の下降I曲線として第ctivity.，A 
白部は 1次S型曲線であるが，上昇部は一般アミノ酸 られたもの。
みfD.Mgltは事れもアポ酵素にE備，表中の数値の理由につζ型曲糠となった。S:3た2の場合。如< 
いては後に考按ナ忍。 を加えたもの白の示ナ*解値 (30分 E0.015，60分 E 
第1表 ト9ペプチドによるアポ酵素の賦活
0，03)を引いたものでるる。 
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長ト PベプチドのffCりに 1.25x10-4M ヒスチジシ
により 100%活性化せるもので、ある。
、 f古~，表中の数値E ば， 何れもアポ酵素に Mgl+の
みを加えたものの示ナホ解値く30分 E.0.015，60〆分 
EO.03)を引いたものである。
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pAはト Pペプチド絡濃度の諮数の対数である。
第2表グルタナれによるア一時の賦活
柊濃度|町EIω分EII終濃度|羽分則的E 
M 0.03 0.06 0.09 0.19M/S卿 
0.090.04 0.08 0.17M/2∞ M/120OO 
0.140.07 0.14 M/160∞ 0.07MI4.00 
M 0.05 0.090.08 0.17 ' M/24側 
0.06M/3'JO∞ 0.03 
M/岳80∞ 0.02 
‘M 0.09 0.08 
0.03O.lO 0.21 

M/ω ∞ 

M/2ooo 
0.11 0.22 IControl*1 0.12，'1 0.24 
、
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aび.心COOH基を有ナるた占bうと考えるととによ p設 pA-Acti付vity曲糠は 1失の経過をと Dながら，活i
明せられる。 度1.00の極限に達しないととと関聯を持つである
、カゼインによる実験成績の説明は不能であ忍が， δ。
活性度が約 40%に止まあのも， トリペプチドにで
総 括 
1) トリペプチドは，パ燐酸モノエステラ戸ゼEのアポ酵素を賦活し， lL高濃度では生成ホ
~ 
ロ酵素を不活性化する。 
2) ホロ酵素生成にはトリグリユィまたはヂグリシ・アスパラギン 1分子を要ナO とれに反し
グルグチオンはアミノ酸のように 2分子を要ナ。とれらのトリペプチドが過剰に存在ナるとき
は，・生成ホロ酵素は，さらにその 1分子と結合して不活性化する。 
3) カゼインは，アポ酵素を僅かに賦活したに過ぎなかった。
本研究は，文部省から赤松教授に与えられた科学研究費により行われた。全実験を指導せられた赤
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